
合気会鏡開き式 =植芝道主（中央右）の奉納演武合気会鏡開き式 =植芝道主（中央右）の奉納演武

講
道
館
鏡
開
式

講
道
館
鏡
開
式==

極
の
形

極
の
形

講
道
館
鏡
開
式

合
気
会
鏡
開
き
式

１
月
12
日
に
開
催
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開
会
式
で
は
、
主
催
者
を
代
表
し
て
高

村
正
彦
日
本
武
道
館
会
長
が
挨
拶
を
述
べ

た
。

「
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
今
年
も
多
く
の
武
道
団
体
、
そ
し

て
武
道
関
係
者
の
ご
参
集
を
得
て
、
鏡
開

き
式
と
武
道
始
め
を
挙
行
で
き
ま
す
こ
と

を
、
大
変
あ
り
が
た
く
思
い
ま
す
。

　

本
行
事
を
と
も
に
成
功
さ
せ
、
今
年
も

武
道
の
振
興
の
た
め
に
互
い
に
努
力
す
る

こ
と
を
誓
い
合
い
今
日
を
過
ご
さ
れ
ま
す

よ
う
、
皆
様
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
」

　

続
い
て
、
寺
門
成
真
ス
ポ
ー
ツ
庁
次
長

が
来
賓
祝
辞
を
述
べ
た
。

「
今
日
、
武
道
は
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
に

　

日
本
武
道
館
主
催
の
新
春
恒
例
行
事

で
あ
る
令
和
７
年
鏡
開
き
式
・
武
道
始

め
が
、
成
人
の
日
の
１
月
13
日
に
日
本

武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
。
当
日
は
、
武

道
関
係
者
、
武
道
愛
好
家
な
ど
１
７
６

４
名
が
参
加
し
、
鏡
開
き
式
と
武
道
始

め
の
ほ
か
、
鎧よ
ろ
い着
初
め
、
武
道
９
種
目

の
模
範
演
武
が
行
わ
れ
た
。

　

ま
た
、
同
式
の
席
上
で
、
日
本
武
道

協
議
会
の
武
道
功
労
者
・
武
道
優
良
団

体
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
功
労
者
10
名
、

優
良
団
体
９
団
体
が
表
彰
さ
れ
た
。

令
和
７
年
鏡
開
き
式
・
武
道
始
め

大
将
軍
・
玉
澤
徳
一
郎
日
本
武
道
館
理
事
に
よ
る
鏡
開
き

大
将
軍
・
玉
澤
徳
一
郎
日
本
武
道
館
理
事
に
よ
る
鏡
開
き

年
頭
に
武
道
の
隆
盛
を
願
う
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至
る
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
で
多
く
の
方
々

に
親
し
ま
れ
、
国
内
は
も
と
よ
り
海
外
に

も
広
く
普
及
・
発
展
し
て
い
る
こ
と
は
誠

に
喜
ば
し
い
限
り
で
す
。

　

本
日
は
古
式
に
則の

っ
とっ

た
鎧
着
初
め
を
は

じ
め
、
鏡
開
き
式
、
模
範
演
武
、
武
道
始

め
な
ど
我
が
国
の
伝
統
文
化
を
継
承
す
る

観
点
で
も
大
変
に
意
義
深
い
行
事
が
執
り

行
わ
れ
ま
す
。
年
頭
を
飾
る
こ
の
行
事

が
、
今
年
一
年
の
我
が
国
に
お
け
る
武
道

振
興
の
大
き
な
力
に
な
る
こ
と
を
心
よ
り

願
っ
て
お
り
ま
す
」

　

来
賓
紹
介
の
後
、
日
本
武
道
協
議
会
の

令
和
６
年
度
武
道
功
労
者
・
武
道
優
良
団

体
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
高
村
正
彦
日
本

武
道
協
議
会
会
長
か
ら
功
労
者
10
名
に
表

彰
状
と
功
労
章
（
メ
ダ
ル
）、
優
良
団
体

の
代
表
者
９
名
に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ

た
。（
10
ペ
ー
ジ
）

　

表
彰
式
後
、
場
内
は
暗
転
し
「
鎧
着
初

め
・
鏡
開
き
式
」
へ
と
移
っ
た
。

　

本
年
は
玉
澤
徳
一
郎
日
本
武
道
館
理
事

が
大
将
軍
、
栗
原
茂
夫
全
日
本
空
手
道
連

盟
副
会
長
、
日
野
廣
生
日
本
甲か
っ

冑ち
ゅ
う武
具

研
究
保
存
会
専
務
理
事
が
副
将
軍
に
扮ふ
ん

し

た
。
三さ
ん

献こ
ん

の
儀
（
出
陣
、
凱が
い

旋せ
ん

な
ど
で
行

わ
れ
る
酒
を
飲
む
儀
式
）
を
行
っ
た
後
、

大
将
軍
が
神
前
で
誓
い
の
詞こ
と
ばを
奉
読
。
続

い
て
、
大
将
軍
が
大
道
場
中
央
に
置
か
れ

た
鏡
餅
を
木き

槌づ
ち

で
勢
い
よ
く
打
ち
砕
き
、

副
将
軍
が
鏡
樽た

る

を
開
く
と
、
会
場
か
ら
大

き
な
拍
手
が
湧
き
起
こ
っ
た
。

　

帰
陣
し
た
大
将
軍
、
副
将
軍
が
兜か

ぶ
とを

被か
ぶ

る
。
大
将
軍
が
出
陣
に
先
立
っ
て
扇
を
振

り
な
が
ら
「
エ
イ
！　

エ
イ
！
」
と
力
強

く
呼
び
か
け
る
と
全
軍
が
「
オ
ウ
！
」
と

応
じ
、鬨と

き

の
声
が
響
き
渡
っ
た
。そ
の
後
、

太
鼓
の
音
を
合
図
に
全
軍
が
場
内
を
勇
ま

し
く
行
進
し
た
。（
10
〜
11
ペ
ー
ジ
）

　

模
範
演
武
で
は
、
川
端
達
夫
日
本
武
道

館
理
事
長
の
挨
拶
の
後
、
現
代
９
武
道
の

代
表
者
が
演
武
を
披
露
。
弓
道
の
「
四
つ

矢
行
射
」
を
皮
切
り
に
各
武
道
の
妙
技
が

披
露
さ
れ
、
渾こ

ん

身し
ん

の
演
武
に
観
客
は
魅
了

さ
れ
た
。（
12
〜
13
ペ
ー
ジ
）

　

全
て
の
演
武
が
終
わ
る
と
武
道
始
め

（
各
道
稽
古
会
）が
行
わ
れ
た
。８
武
道（
弓

道
を
除
く
）
が
一
斉
に
稽
古
を
開
始
す
る

と
、
そ
れ
ま
で
の
静
寂
か
ら
一
転
し
て
一

生
懸
命
稽
古
に
励
む
参
加
者
た
ち
の
声
が

大
道
場
い
っ
ぱ
い
に
響
き
渡
っ
た
。
45
分

間
の
稽
古
が
終
了
す
る
と
、
先
生
に
礼
を

す
る
子
ど
も
た
ち
や
会
場
で
記
念
写
真
を

と
る
人
々
で
賑に
ぎ

わ
い
、
和
や
か
な
空
気
が

漂
う
中
、
式
は
幕
を
下
ろ
し
た
。（
14
〜

17
ペ
ー
ジ
）

▼
次
ペ
ー
ジ
「
鎧
着
初
め
・
鏡
開
き
式
、

　

武
道
功
労
者
・
武
道
優
良
団
体
表
彰
式
」

主催者挨拶主催者挨拶
高村正彦日本武道館会長高村正彦日本武道館会長

来賓祝辞来賓祝辞
寺門成真スポーツ庁次長寺門成真スポーツ庁次長

酒樽を開く副将軍。右が栗原茂夫全日本空手道連盟副酒樽を開く副将軍。右が栗原茂夫全日本空手道連盟副
会長、左が日野廣生日本甲冑武具研究保存会専務理事会長、左が日野廣生日本甲冑武具研究保存会専務理事
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ニュース　鏡開き式・武道始めニュース　鏡開き式・武道始め

鎧着初め・鏡開き式

▷柔　　道＝学校法人佐藤栄学園埼玉栄高等学校柔道部

▷剣　　道＝全日本学校剣道連盟

▷弓　　道＝さいたま市記念総合体育館彩弓会

▷相　　撲＝和歌山県立和歌山商業高等学校相撲部

▷空 手 道＝全日本空手道連盟東北地区協議会

▷合 気 道＝岐阜県合気道連盟

▷少林寺拳法＝静岡県少林寺拳法連盟

▷なぎなた＝佐賀県なぎなた連盟

▷銃 剣 道＝高知中央高等学校銃剣道部
武道功労者の寄稿文は21〜41ページ、武道優良団体の紹介は156〜157ページに掲載

武
道
優
良
団
体

武
道
優
良
団
体

▷柔　　道＝山
やま

本
もと

　典
のり

夫
お

（北海道）

▷剣　　道＝島
しま

野
の

　大
まさ

洋
ひろ

（大阪府）

▷弓　　道＝飯
いい

島
じま

　正
まさ

大
お

（東京都）

▷相　　撲＝下
しも

村
むら

　勝
かつ

彦
ひこ

（静岡県）

▷空 手 道＝有
あり

竹
たけ

　隆
たか

佐
すけ

（東京都）

▷合 気 道＝阿
あ

部
べ

　豊
ほう

雲
うん

（大阪府）

▷少林寺拳法＝石
いし

井
い

　宏
ひろ

明
あき

（千葉県）

▷なぎなた＝黒
くろ

星
ぼし

　敦
あつ

子
こ

（愛媛県）

▷銃 剣 道＝桑
くわ

原
ばら

　義
よし

喜
き

（福井県）

▷日本武道館＝玉
たま

澤
ざわ

徳
とく

一
いち

郎
ろう

（岩手県）

武
道
功
労
者

武
道
功
労
者

武道功労者・武道優良団体表彰式

○着到状の奉読○着到状の奉読
　……前軍、後軍の侍大将が着到した旨を大将軍に報告する　……前軍、後軍の侍大将が着到した旨を大将軍に報告する

○三献の儀○三献の儀
　……大将軍が打ち鮑（あわび）、勝栗、昆布を食す　……大将軍が打ち鮑（あわび）、勝栗、昆布を食す

○誓いの詞……大将軍が神前で誓いの詞を奉読する○誓いの詞……大将軍が神前で誓いの詞を奉読する ○鬨の声……家来一同で鬨の声を上げる○鬨の声……家来一同で鬨の声を上げる
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鎧着初め・鏡開き式
◉
大
将
軍
・
副
将
軍
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

◉
大
将
軍
・
副
将
軍
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

○
大
将
軍
＝
玉
澤
徳
一
郎

○
大
将
軍
＝
玉
澤
徳
一
郎
（
日
本
武
道
館
理
事
）

（
日
本
武
道
館
理
事
）

「
甲
冑
は
思
っ
た
よ
り
も
ず

っ
し
り
と
重
く
、
長
く
着
て

い
る
と
ど
ん
ど
ん
身
動
き
が

取
り
づ
ら
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
を
着
る
た
め
に
昔

の
侍
た
ち
が
鍛
錬
し
た
と
い

う
こ
と
が
実
感
で
き
ま
し
た
ね
。
終
わ
っ
た
今
も
ま
だ
気
が
引
き

締
ま
っ
て
い
る
よ
う
な
心
持
ち
で
す
。

　

こ
の
平
和
な
現
代
、
の
ん
び
り
し
過
ぎ
る
と
平
和
を
損
ね
て
し

ま
い
ま
す
。
国
家
を
守
る
た
め
に
は
、
昔
の
侍
の
よ
う
に
常
に
緊

張
感
を
持
ち
、
自
国
を
愛
し
、
国
の
発
展
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
、
で
き
る
だ
け
多
く
の

子
ど
も
た
ち
に
武
道
を
学
ん
で
ほ
し
い
で
す
ね
。子
ど
も
た
ち
が
、

こ
の
素
晴
ら
し
い
『
武
道
』
と
い
う
文
化
を
残
し
、
精
神
を
鍛
錬

す
れ
ば
、
国
の
平
和
を
失
う
こ
と
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

「
伝
統
あ
る
鏡
開
き
式
に

て
、
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
や
は
り

日
本
の
伝
統
文
化
は
素
晴
ら

し
い
と
思
う
半
面
、
日
本
の

伝
統
、
ひ
い
て
は
侍
魂
が

年
々
薄
れ
て
い
る
気
が
し
ま
す
。
伝
統
や
精
神
が
こ
の
鎧
の
よ
う

な
形
に
留と

ど

ま
ら
ず
と
も
、
形
を
変
え
て
も
後
世
に
引
き
継
が
れ
て

い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
空
手
道
は
団
体
の
世
界
大
会
や
、
第
１
回
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
が
開
催
さ
れ
、
日
本
の
選
手
団
が
活
躍
し
ま
し
た
。
今
年
も

個
人
戦
の
世
界
大
会
や
ア
ジ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
が
あ
り
ま
す

の
で
、
連
盟
と
し
て
も
引
き
続
き
選
手
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
」

○
副
将
軍
＝
栗
原
茂
夫

○
副
将
軍
＝
栗
原
茂
夫（
全
日
本
空
手
道
連
盟
副
会
長
）

（
全
日
本
空
手
道
連
盟
副
会
長
）

中軍中軍

前軍前軍

後軍後軍

鎧着初め鎧着初め
全軍紹介全軍紹介

【出陣者一覧】【出陣者一覧】
▷前軍▷前軍＝髙橋秀彰、新井悟、佐藤誠孝、佐野良平、髙橋知宏、小林聡、井坂陽一、山田詩織、岩崎結衣、＝髙橋秀彰、新井悟、佐藤誠孝、佐野良平、髙橋知宏、小林聡、井坂陽一、山田詩織、岩崎結衣、

穂積楓、小川一嘉、小島隆弘、北見眞幸、篠田雅夫、山本舜介、田島茉実、庄野正弘、和光龍己、穂積楓、小川一嘉、小島隆弘、北見眞幸、篠田雅夫、山本舜介、田島茉実、庄野正弘、和光龍己、
渡慶次結、宮崎幸子渡慶次結、宮崎幸子

▷中軍▷中軍＝玉澤徳一郎（大将軍）、栗原茂夫（副将軍）、日野廣生（副将軍）、野村ひとみ、鈴木裕介、高垣拓弥、＝玉澤徳一郎（大将軍）、栗原茂夫（副将軍）、日野廣生（副将軍）、野村ひとみ、鈴木裕介、高垣拓弥、
舘坂怜、菅野将喜、大野慧、中村清恭、大久保尊文、松岡諭、松崎千晶、中澤正好、長嶋学、元舘坂怜、菅野将喜、大野慧、中村清恭、大久保尊文、松岡諭、松崎千晶、中澤正好、長嶋学、元
木涼子、大竹亮輔、分藤秀明、山屋亜由里木涼子、大竹亮輔、分藤秀明、山屋亜由里

▷後軍▷後軍＝戸塚直史、岡田公治、宮本康司、大野思惟人、佐々木善一、新城誠、石橋菜穂実、濁川広一、佐＝戸塚直史、岡田公治、宮本康司、大野思惟人、佐々木善一、新城誠、石橋菜穂実、濁川広一、佐
野憲史、徳田雄太朗、寺門朋子、福戸亮、山田麻美、宝井琴鶴、宝井琴凌、宮澤一成野憲史、徳田雄太朗、寺門朋子、福戸亮、山田麻美、宝井琴鶴、宝井琴凌、宮澤一成

▷列外▷列外＝菅野茂雄、山田怜門、笠井洋介、関正敏＝菅野茂雄、山田怜門、笠井洋介、関正敏
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ニュース　鏡開き式・武道始めニュース　鏡開き式・武道始め

模範演武

模範演武挨拶模範演武挨拶
川端達夫日本武道館理事長川端達夫日本武道館理事長

弓道

少林寺拳法相撲

合気道

空手道
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【演武者一覧】【演武者一覧】
▷▷柔道柔道＝大塚功太郎（参段）、藤大知貴（弍段）＝大塚功太郎（参段）、藤大知貴（弍段）
▷▷剣道剣道＝五十嵐清裕（錬士七段）、佐野貴紀（六段）、内藤桃子（五段）、林涼子（四段）、小谷野紗希（参＝五十嵐清裕（錬士七段）、佐野貴紀（六段）、内藤桃子（五段）、林涼子（四段）、小谷野紗希（参

段）、石井ゆりあ、林晏次郎、内藤優陽、内藤優芽、小谷野悠希段）、石井ゆりあ、林晏次郎、内藤優陽、内藤優芽、小谷野悠希
▷▷弓道弓道＝久野弥花（錬士六段）、西田友樹（参段）、久野研太（錬士六段）＝久野弥花（錬士六段）、西田友樹（参段）、久野研太（錬士六段）
▷▷相撲相撲＝舛田守（八段）、西郷陽裕（参段）、井ノ上豪志（参段）、児玉亮（参段）、前田哉（弍段）＝舛田守（八段）、西郷陽裕（参段）、井ノ上豪志（参段）、児玉亮（参段）、前田哉（弍段）
▷▷空手道空手道＝平紗枝（参段）、石橋咲織（参段）、水上千穂（参段）＝平紗枝（参段）、石橋咲織（参段）、水上千穂（参段）
▷▷合気道合気道＝藤巻宏（七段）、伊藤眞（七段）、鈴木俊雄（六段）、藤田すみれ（四段）、有馬隼人（四段）、＝藤巻宏（七段）、伊藤眞（七段）、鈴木俊雄（六段）、藤田すみれ（四段）、有馬隼人（四段）、

深浦徹也（参段）、アレクシ・セシナス（参段）深浦徹也（参段）、アレクシ・セシナス（参段）
▷▷少林寺拳法少林寺拳法＝谷聡士（大拳士六段）、中井弘佑（正拳士五段）、三枝芽衣（正拳士四段）、安藤詩絵（弍＝谷聡士（大拳士六段）、中井弘佑（正拳士五段）、三枝芽衣（正拳士四段）、安藤詩絵（弍

段）、上村舞（弍段）、三木幸夏（弍段）、北本光（初段）、吉良ひなた（初段）、高木瑞希段）、上村舞（弍段）、三木幸夏（弍段）、北本光（初段）、吉良ひなた（初段）、高木瑞希
（初段）、袋華純（初段）、成海澪（小拳士弍段）（初段）、袋華純（初段）、成海澪（小拳士弍段）

▷▷なぎなたなぎなた＝鈴木亘（教士）、関祐介（教士）＝鈴木亘（教士）、関祐介（教士）
▷▷銃剣道銃剣道＝坂元誠（教士八段）、小倉弘之（教士七段）、岩﨑成希（五段）、鎌倉卓摩（参段）、森川友紀子（参＝坂元誠（教士八段）、小倉弘之（教士七段）、岩﨑成希（五段）、鎌倉卓摩（参段）、森川友紀子（参

段）、今澤美紗貴（参段）段）、今澤美紗貴（参段）

なぎなた

剣道柔道

銃剣道

模範演武
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ニュース　鏡開き式・武道始めニュース　鏡開き式・武道始め

武道始め
【
参
加
団
体
】

【
参
加
団
体
】

▽
柔
道

▽
柔
道
＝
修
徳
柔
道
ク
ラ
ブ
、
田
無
警
察
署
、

＝
修
徳
柔
道
ク
ラ
ブ
、
田
無
警
察
署
、
T
E
I
K
A

T
E
I
K
A
柔
道
ク
ラ
ブ
、

柔
道
ク
ラ
ブ
、

　

春
日
柔
道
ク
ラ
ブ
、
高
道
祖
道
場
、
日
本
武
道
館
武
道
学
園

　

春
日
柔
道
ク
ラ
ブ
、
高
道
祖
道
場
、
日
本
武
道
館
武
道
学
園

【
参
加
団
体
】

【
参
加
団
体
】

▽
剣
道

▽
剣
道
＝
北
の
丸
剣
友
会
、
花
畑
剣
友
会
、
万
世
剣
友
会
、
矢
口
剣
志
会
、

＝
北
の
丸
剣
友
会
、
花
畑
剣
友
会
、
万
世
剣
友
会
、
矢
口
剣
志
会
、

　

品
川
平
塚
剣
友
会
、
平
井
剣
友
会
、
八
武
崎
剣
友
会
、
日
本
武
道
館
武
道
学
園

　

品
川
平
塚
剣
友
会
、
平
井
剣
友
会
、
八
武
崎
剣
友
会
、
日
本
武
道
館
武
道
学
園

柔　道柔　道

剣　道剣　道
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武道始め

空手道空手道

【
参
加
団
体
】

【
参
加
団
体
】

▽
相
撲

▽
相
撲
＝
大
田
嵐
相
撲
道
場

＝
大
田
嵐
相
撲
道
場

【
参
加
団
体
】

【
参
加
団
体
】

▽
空
手
道

▽
空
手
道
＝
日
本
空
手
道
拳
志
会
、
白
水
修
養
会
、
教
空
会
空
手
道
場
、
偶
成
会
、

＝
日
本
空
手
道
拳
志
会
、
白
水
修
養
会
、
教
空
会
空
手
道
場
、
偶
成
会
、

　

偶
成
会
高
木
道
場
蒼
鷹
会
支
部
、
日
本
武
道
館
武
道
学
園

　

偶
成
会
高
木
道
場
蒼
鷹
会
支
部
、
日
本
武
道
館
武
道
学
園

相　撲相　撲
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ニュース　鏡開き式・武道始めニュース　鏡開き式・武道始め

武道始め
【
参
加
団
体
】

【
参
加
団
体
】

▽
合
気
道

▽
合
気
道
＝
公
益
財
団
法
人
合
気
会
、
日
本
武
道
館
武
道
学
園

＝
公
益
財
団
法
人
合
気
会
、
日
本
武
道
館
武
道
学
園

【
参
加
団
体
】

【
参
加
団
体
】

▽
少
林
寺
拳
法

▽
少
林
寺
拳
法
＝
一
般
財
団
法
人
少
林
寺
拳
法
連
盟
、
日
本
武
道
館
武
道
学
園

＝
一
般
財
団
法
人
少
林
寺
拳
法
連
盟
、
日
本
武
道
館
武
道
学
園

少林寺拳法少林寺拳法

合気道合気道
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武道始め
【
参
加
団
体
】

【
参
加
団
体
】

▽
な
ぎ
な
た

▽
な
ぎ
な
た
＝
東
京
都
な
ぎ
な
た
連
盟
、
日
本
武
道
館
武
道
学
園

＝
東
京
都
な
ぎ
な
た
連
盟
、
日
本
武
道
館
武
道
学
園

【
参
加
団
体
】

【
参
加
団
体
】

▽
銃
剣
道

▽
銃
剣
道
＝＝
公
益
社
団
法
人
全
日
本
銃
剣
道
連
盟

公
益
社
団
法
人
全
日
本
銃
剣
道
連
盟

なぎなたなぎなた

銃剣道銃剣道
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ニュース　講道館　鏡開式

講
道
館
　
鏡
開
式

講
道
館
　
鏡
開
式

講
道
館
柔
道
を
後
世
に
受
け
継
ぐ

講
道
館
柔
道
を
後
世
に
受
け
継
ぐ

上村春樹上村春樹
講道館長講道館長

　

講
道
館
の
鏡
開
式
は
１
月
12
日
、
寛と
も

仁ひ
と

親
王
妃
信
子
殿
下
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
柔

道
の
総
本
山
で
あ
る
講
道
館
（
東
京
都
文

京
区
）
で
開
催
さ
れ
、
国
内
外
の
柔
道
関

係
者
が
参
加
し
た
。

　

式
は
午
前
10
時
に
開
会
し
、
は
じ
め
に

尾
形
敬
史
八
段
が
館
員
代
表
賀
詞
で
「
講

道
館
柔
道
は
世
界
に
発
展
し
、
国
際
柔
道

連
盟
に
は
200
を
超
え
る
国
と
地
域
が
加
盟

し
、
世
界
に
誇
る
文
化
で
あ
る
と
思
う
」

と
述
べ
た
。

　

次
に
上
村
春
樹
講
道
館
長
は
「
世
の
中

は
困
難
な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
昨

年
は
ス
ポ
ー
ツ
界
が
明
る
い
話
題
を
提
供

し
て
く
れ
ま
し
た
。
パ
リ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク（
柔
道
）で
苦
戦
は
い
た
し
ま
し
た
が
、

３
個
の
金
メ
ダ
ル
、
２
個
の
銀
メ
ダ
ル
、

３
個
の
銅
メ
ダ
ル
を
取
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
世
界
に
柔
道
が
広
ま
り
、
世
界
に

正
し
く
柔
道
を
普
及
す
る
こ
と
を
担
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
後
世
に
講

道
館
柔
道
を
受
け
継
い
で
行
く
こ
と
が
私

の
使
命
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
」
と
挨
拶

を
述
べ
た
。

　

そ
の
後
、
７
種
の
形
の
演
武
、
全
日
本

強
化
選
手
と
少
年
部
・
成
年
部
に
よ
る
乱

取
稽
古
が
行
わ
れ
た
。
形
の
演
武
で
は
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
柔
道
３
連
覇
の
野
村
忠
宏

七
段
が
形
を
披
露
。
乱
取
で
は
、
２
０
２

０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
金
メ
ダ
ル
を
獲

得
し
た
髙
藤
直
寿
五
段
や
昨
年
の
講
道
館

杯
優
勝
の
グ
リ
ー
ン
カ
ラ
ニ
海
斗
四
段
ら

有
名
選
手
が
参
加
し
、
会
場
の
注
目
を
集

め
た
。

　

昇
段
発
表
証
書
授
与
で
は
、
各
段
位
に

昇
段
し
た
代
表
者
に
上
村
館
長
か
ら
証
書

が
手
渡
さ
れ
た
。
最
後
に
平
賀
秀
忠
八
段

の
発
声
で
万
歳
三
唱
を
し
て
式
は
終
了

し
、
参
加
者
に
記
念
品
と
し
て
紅
白
饅
頭

が
手
渡
さ
れ
た
。

形の演武（古式の形）・野村忠宏七段（右）

会場の様子

形の演武（固の形）

心技体 人を育てる総合誌
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成年部の乱取 少年部の乱取

平賀秀忠八段の発声で万歳三唱平賀秀忠八段の発声で万歳三唱

■
形
演
武
者

投
の
形
＝
取
・
瀧
本
誠
六
段

　
　
　
　
受
・
藤
中
拓
馬
五
段

固
の
形
＝
取
・
仙
波
利
章
六
段

　
　
　
　
受
・
田
中
嘉
朗
五
段

極
の
形
＝
取
・
平
野
弘
幸
八
段

　
　
　
　
受
・
桐
生
習
作
六
段

柔
の
形
＝
取
・
石
田
桃
子
女
子
五
段

　
　
　
　
受
・
石
田
真
理
子
女
子
四
段

講
道
館
護
身
術
＝
取
・
長
瀬
あ
ゆ
み
女
子
四
段

　
　
　
　
受
・
久
保
田
浩
史
六
段

五
の
形
＝
取
・
眞
喜
志
慶
治
七
段

　
　
　
　
受
・
福
地
賢
志
郎
七
段

古
式
の
形
＝
取
・
野
村
忠
宏
七
段

　
　
　
　
　
受
・
南
保
徳
双
七
段
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ニュース　合気会　鏡開き式

合
気
会
　
鏡
開
き
式

合
気
会
　
鏡
開
き
式

和
合
の
精
神
で
社
会
貢
献
へ

和
合
の
精
神
で
社
会
貢
献
へ

植芝守央植芝守央
合気道道主合気道道主

　

合
気
会
の
鏡
開
き
式
は
１
月
12
日
、
東

京
都
新
宿
区
の
合
気
道
本
部
道
場
で
開
か

れ
た
。
国
内
外
の
合
気
道
関
係
者
が
集
ま

り
新
年
を
祝
っ
た
。

　

式
は
午
後
２
時
に
開
会
し
、
植
芝
守
央

合
気
道
道
主
が
「
昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
か
ら

の
甦

よ
み
が
えり

の
年
と
し
て
、
多
く
の
行
事
を
無

事
に
開
催
し
、
海
外
の
派
遣
・
来
訪
者
が

限
り
な
く
元
へ
戻
る
と
い
う
充
実
し
た
年

と
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
巳み

年
、
蛇
が
脱

皮
す
る
と
い
う
こ
と
で
古
来
、
再
生
復
活

を
意
味
す
る
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
十

干
十
二
支
で
い
う
乙き
の

巳と
み

は
、
若
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
発
展
し
て
い
く
特
別
な
年
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
合
気
道
界
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、
若
い
世
代
の
方
々
に
合
気
道
の
素
晴

ら
し
さ
を
も
っ
と
知
っ
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
こ
れ
ま
で
の
流
れ
を
大
切
に
よ
り
よ

く
次
世
代
へ
継
承
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
、

合
気
道
界
は
脱
皮
を
し
な
が
ら
さ
ら
に
実

を
結
ん
で
い
く
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今

年
も
皆
様
と
共
に
稽
古
を
大
切
に
精
進
を

重
ね
、
開
祖
が
唱
え
ら
れ
た
『
和
合
の
精

神
』
を
い
か
し
な
が
ら
社
会
に
貢
献
し
、

し
っ
か
り
と
前
へ
進
ん
で
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
」
と
年
頭
挨
拶
を
述
べ
た
。

　

次
に
山
谷
え
り
子
参
議
院
議
員
が
来
賓

祝
辞
を
述
べ
、
続
い
て
、
植
芝
道
主
と
植

芝
充
央
本
部
道
場
長
の
奉
納
演
武
が
披
露

さ
れ
た
。
そ
の
後
、
昇
段
者
発
表
・
証
書

授
与
（
初
段
～
八
段
位
）
が
行
わ
れ
、
代

表
者
は
植
芝
道
主
か
ら
証
書
を
授
与
さ
れ

る
と
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
で
祝
さ
れ

た
。

　

最
後
に
直な
お

会ら
い

が
開
か
れ
、
多
田
宏
本
部

師
範
が
挨
拶
を
述
べ
、
赤
沼
二
己
男
合
気

会
理
事
が
乾
杯
の
発
声
を
行
い
歓
談
へ
移

っ
た
。
参
加
者
は
日
本
酒
や
お
汁
粉
に
舌

鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
歓
談
に
ふ
け
っ
た
。

植芝道主の奉納演武

国内外の合気道関係者が集まった＝昇段者発表・証書授与

植芝本部道場長の奉納演武

心技体 人を育てる総合誌
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ニュース　若潮杯争奪武道大会

　

女
子
は
東
奥
義
塾
（
青
森
）
と
筑
紫
台

　

女
子
は
東
奥
義
塾
（
青
森
）
と
筑
紫
台

（
福
岡
）
の
決
勝
。
勝
者
数
で
１
―
１
と

（
福
岡
）
の
決
勝
。
勝
者
数
で
１
―
１
と

並
ん
だ
が
、
得
本
数
で
上
回
っ
た
東
奥
義

並
ん
だ
が
、
得
本
数
で
上
回
っ
た
東
奥
義

塾
が
初
の
栄
冠
を
手
に
し
た
。

塾
が
初
の
栄
冠
を
手
に
し
た
。

　

男
子
決
勝
は
３
連
覇
に
期
待
が
か
か
る

　

男
子
決
勝
は
３
連
覇
に
期
待
が
か
か
る

瀬
長
拓
夢（
沖
縄
・
知
念
）と
齋
藤
侃
駿（
福

瀬
長
拓
夢（
沖
縄
・
知
念
）と
齋
藤
侃
駿（
福

島
・
会
津
学
鳳
）
の
一
戦
。
試
合
は
瀬
長

島
・
会
津
学
鳳
）
の
一
戦
。
試
合
は
瀬
長

が
メ
ン
で
一
本
勝
ち
を
収
め
、
３
連
覇
を

が
メ
ン
で
一
本
勝
ち
を
収
め
、
３
連
覇
を

果
た
し
た
。

果
た
し
た
。

　

女
子
決
勝
は
佐
藤
さ
な
み
（
岡
山
・
美

　

女
子
決
勝
は
佐
藤
さ
な
み
（
岡
山
・
美

作
）
が
片
岡
萌
（
東
京
・
城
東
）
に
判
定

作
）
が
片
岡
萌
（
東
京
・
城
東
）
に
判
定

勝
ち
を
収
め
、
初
優
勝
に
輝
い
た
。

勝
ち
を
収
め
、
初
優
勝
に
輝
い
た
。

剣道男子決勝＝郁文館剣道男子決勝＝郁文館（右）（右）対高千穂対高千穂

　
▶︎
柔
道
男
子
決
勝
＝
東
海
大
相
模
（
奥
）
対
大
成

　
▶︎
柔
道
男
子
決
勝
＝
東
海
大
相
模
（
奥
）
対
大
成

　
第
41
回
若
潮
杯
争
奪
武
道
大
会
（
主
催
＝
日
本
武

道
館
、
国
際
武
道
大
学
）
が
昨
年
12
月
25
〜
27
日
に

国
際
武
道
大
学
（
千
葉
県
勝
浦
市
）
で
開
催
さ
れ
た
。

全
国
か
ら
選
抜
さ
れ
た
高
校
生
が
集
結
し
、
初
日
に

な
ぎ
な
た
、
２
日
目
に
剣
道
、
最
終
日
に
柔
道
を
行

っ
た
。

第 41回若潮杯第 41 回若潮杯争奪武道大会争奪武道大会
柔道柔道
男子男子 東海大相模（神奈川）が連覇東海大相模（神奈川）が連覇

郁文館（東京）が初優勝（東京）が初優勝

　

男
子
は
昨
年
優
勝
の
東
海
大
相
模
と
大

　

男
子
は
昨
年
優
勝
の
東
海
大
相
模
と
大

成
（
愛
知
）
の
決
勝
。
３
―
１
で
東
海
大

成
（
愛
知
）
の
決
勝
。
３
―
１
で
東
海
大

相
模
が
連
覇
を
果
た
し
た
。

相
模
が
連
覇
を
果
た
し
た
。

　

女
子
は
予
選
を
全
て
一
本
勝
ち
で
勝
ち

　

女
子
は
予
選
を
全
て
一
本
勝
ち
で
勝
ち

上
が
っ
て
き
た
比
叡
山
（
滋
賀
）
と
、
大

上
が
っ
て
き
た
比
叡
山
（
滋
賀
）
と
、
大

成
の
顔
合
わ
せ
。
試
合
は
比
叡
山
が
２
―

成
の
顔
合
わ
せ
。
試
合
は
比
叡
山
が
２
―

０
で
勝
利
し
、
盤
石
の
強
さ
で
初
優
勝
を

０
で
勝
利
し
、
盤
石
の
強
さ
で
初
優
勝
を

果
た
し
た
。

果
た
し
た
。

　

男
子
の
決
勝
は
、郁
文
館
と
高
千
穂（
宮

　

男
子
の
決
勝
は
、郁
文
館
と
高
千
穂（
宮

崎
）
の
顔
合
わ
せ
。
代
表
戦
を
制
し
た
郁

崎
）
の
顔
合
わ
せ
。
代
表
戦
を
制
し
た
郁

文
館
が
初
優
勝
に
輝
い
た
。

文
館
が
初
優
勝
に
輝
い
た
。

  

■
柔
道
（
男
女
各

■
柔
道
（
男
女
各
1616
チ
ー
ム
）

チ
ー
ム
）

  

■
剣
道
（
男
女
各

■
剣
道
（
男
女
各
2424
チ
ー
ム
）

チ
ー
ム
）

  

■
な
ぎ
な
た
（
男
子

■
な
ぎ
な
た
（
男
子
2424
名
・
女
子

名
・
女
子
4848
名
）
名
）なぎなた男子決勝＝瀬長拓夢なぎなた男子決勝＝瀬長拓夢（右）（右）対齋藤侃駿対齋藤侃駿

剣道剣道
男子男子
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柔道女子優勝＝柔道女子優勝＝比叡山比叡山（滋賀）（滋賀）

■
柔
道

▽
男
子
＝
①
東
海
大
相
模
（
神
奈
川
）
②

大
成
（
愛
知
）
③
修
徳
（
東
京
）、
天

理
（
奈
良
）

▽
女
子
＝
①
比
叡
山
（
滋
賀
）
②
大
成
（
愛

知
）
③
埼
玉
栄
（
埼
玉
）、富
士
学
苑
（
山

梨
）

■
剣
道

▽
男
子
＝
①
郁
文
館
（
東
京
）
②
高
千
穂

（
宮
崎
）
③
秋
田
商
業
（
秋
田
）、
明
豊

（
大
分
）

▽
女
子
＝
①
東
奥
義
塾
（
青
森
）
②
筑
紫

台
（
福
岡
）
③
明
豊
（
大
分
）、
守
谷 

（
茨
城
）

■
な
ぎ
な
た

▽
男
子
＝
①
瀬
長
拓
夢
（
沖
縄
・
知
念
）

②
齋
藤
侃
駿
（
福
島
・
会
津
学
鳳
）
③

多
田
浩
太
郎
（
奈
良
育
英
）、
背
戸
田

壮
悟
（
北
海
道
札
幌
国
際
情
報
）

▽
女
子
＝
①
佐
藤
さ
な
み（
岡
山
・
美
作
）

②
片
岡
萌
（
東
京
・
城
東
）
③
関
笙
乃

（
東
京
・
富
士
）、
白
倉
鞠
衣
（
山
梨
・

甲
府
昭
和
）

柔道男子優勝＝柔道男子優勝＝東海大相模東海大相模（神奈川）（神奈川）

剣道女子優勝＝剣道女子優勝＝東奥義塾東奥義塾（青森）（青森）剣道男子優勝＝剣道男子優勝＝郁文館郁文館（東京）（東京）

なぎなた男子入賞者なぎなた男子入賞者 なぎなた女子入賞者なぎなた女子入賞者

【
大
会
結
果
】

【
大
会
結
果
】

心技体 人を育てる総合誌
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